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明治大学図書館情報学研究会の設立について
明治大学図書館情報学研究会会長
　　　　　阪　田　蓉　子
　この3月まで明治大学で勤めさせていただき
ました阪田と申します。会長就任ということで
すが、今日お出でくださった方々の中には司書
課程設立以前に明治大学で学ばれた方もいらっ
しゃいます。その多くの方々が大いなるご活躍
と多くの業績を残しておられます。他方私はお
恥ずかしいことながら、最近、研究調査からは
遠のいているなと反省する日々です。それ故に、
今日のご指名で「おまえ、何をしているのか、
しっかり研究にも専念しなければならないそ」
と後押しをされたのだ、と自覚し大変な責任を
感じております。
　いま規約をご覧いただきましたように、情報
の発信をする、互いに切磋琢磨して学んだ研究
成果を発信すること、また相互に評価し合い交
流を深めて、さらに質の高い図書館情報学の分
野をつくりあげていこうという目的を持ってい
る研究会であると感じています。
　明治大学は、個を育てることを第1のモッ
トーとして掲げています。この研究会も個が育
つと同時に、個が集まって研究会等で交流を高
め、議論をするということで、また一つの緩や
かなグループをつくる。そしてともに生きる、
共生ということを、個が輝くと同時に共生して
いく、そういった世界を構築していくことがで
きればと考えています。
　背後に明治大学のロゴが掲げてありますが、
数年前に卒業した学生さんが在学中に考えたデ
ザインです。とても伸びやかな感じがいたしま
す。いろいろなイメージを描くことができます。
私の目に浮かぶのは、鳥がこれから飛び立とう
としているイメージです。
　この明治大学図書館情報学研究会も、一人ひ
とりの個が、職場で、それは図書館の現場であ
り、あるいは教育の場であり、さまざまなとこ
ろであると思いますが、そこで一人ひとりが光
を輝かせると同時に、鳥が集団になって空に舞
いあがるように、一人ひとりが輝きつつ、さら
にお互いに堅固な集団ではなくて、緩やかなグ
ループとして飛び立つことができたらと願って
います。
　同時に、先ほど根本先生からも、今後の図書
館情報学の方向、あるいは専門家育成の方向を
示唆されましたが、図書館情報学の専門家養成
という使命をもって、日本の図書館界、図書館
情報学の世界に明治大学が少しでも貢献できた
らと思っております。皆さんと一緒にこれから
飛び立って行きたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
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